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· 厚生労働省

・「『要保護児童対策地域協議会（子どもを守る地域ネットワーク）』の実践事例集」を作成～効果的な取り組みをしている地方自治体の事例を全国へ紹介～（12月14日）
　厚生労働省では、市町村（特別区を含む。以下同じ。）に設置され、子どもに関係する機関が情報を共有し、連携して児童虐待などの問題に対応する要保護児童対策地域協議会（子どもを守る地域ネットワーク）（注）の実践事例集を作成。要保護児童対策地域協議会を各市町村がさらに活用し、児童虐待問題への対応力を高めてもらうために、全国の地方自治体に提供。
　この事例集は、要保護児童対策地域協議会を効果的に活用している７つの地方自治体（東京都世田谷区・神奈川県横須賀市・大阪府枚方市・静岡県沼津市・福岡県糸島市・長野県伊那市・長野県須坂市）に対して調査を行い、具体的な活用状況をとりまとめたもの。

　（注）要保護児童対策地域協議会とは、要保護児童の適切な保護、支援等を行うため、子どもに関係する機関等により構成される機関であり、児童福祉法により、地方公共団体はその設置に努めることとされている。平成23年７月１日現在、1,619市町村（東日本大震災の被災地である岩手県、宮城県及び福島県を除く。）で既に設置されている（設置率99.5％、要保護児童対策地域協議会に準ずる機関も含む。）。
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000002r4cc.html
・市区町村の児童家庭相談業務の実施状況等の調査結果を公表します（平成23年度調査）
（12月28日）
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000002rr3u.html
＊文部科学省

・通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査結果について（12月5日）

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/material/1328729.htm
・学校基本調査－平成24年度（確定値）結果の概要－（12月21日）
http://www.mext.go.jp/component/b_menu/other/__icsFiles/afieldfile/2012/12/21/1329238_1_1.pdf
＊警察庁
・犯罪統計資料（平成24年1月～11月）（12月13日）

http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?bid=000001044523&cycode=0
*内閣府男女共同参画局

・女性の参画状況の「見える化」について（12月14日）
http://www.gender.go.jp/main_contents/category/mieruka/index.html
＊朝日新聞

	


　　


・触れ合う時間が…　宮城県教委が未就学児の親を調査（11月23日）
【鈴木剛志】我が子の心の成長が気になる。でも、触れ合いが少なく、成長しているかどうかが分かる行動を把握していない――。小学校に上がる前の子を持つ親が、そんな悩みを抱えていることが宮城県教育委員会の実態調査で浮かんだ。外で遊ばない我が子に気をもむ様子もうかがえる。

　調査は１０月、県内の公私立の幼稚園や保育所に子どもを通わせている約５万人を対象に実施。インターネットでのアンケートのため回答率は２％台にとどまったが、１２６４人（母親１０７３人、父親１９１人）から回答を得た。

　子育ての悩みを複数回答で挙げてもらったところ、「学習や習い事などの教育」（４４０人）に続き、「子どもの心の発達」（３９７人）が多かった。その一方で、４９・３％の親が、我が子が「落ち着きがない」「パニックを起こしやすい」といった行動をしているかを「知らない」「あまり知らない」と答えた。また、知識として発達障害について「知らない」「あまり知らない」と答えた親も６２・８％に上った。

　次に多い悩みは「子どもと触れ合う時間の確保」だ。子どもと平日に２時間以上触れ合う、と答えたのは母親が６９・２％で父親は５１・３％。母親では「４時間以上」が２４・１％で最多だったが、父親では「約１時間」が２９・８％で最も多かった。「約３０分」以下の答えは父親で１８・８％、母親でも１２・５％あった。

　仕事のために触れ合いの時間が作れない理由としては「休暇を取りやすい職場環境ではない」「職場の取り組みや理解が十分ではない」「収入減につながる」などが上位を占めた。

　「外遊びや自然体験などの不足」で悩む親も多い。子どもの遊び場所は「室内が多い」が８０・６％。外で友達と遊ぶのは「時々」「ほとんどしていない」が５６・５％あり、キャンプなど自然体験の頻度も同様の答えが７３・５％を占めた。

　これに次ぐ悩みは「基本的生活習慣」。子どもが「午前７時までに起きる」は７割近く、「朝ご飯を毎日食べる」は９割以上を占めたが、問題は夜更かし。小学校に上がる前の我が子が「午後９時以降に寝る」が６割近くを占め、「午後１０時以降」も１割を超えた。

　子育ての悩みは誰に相談しているのか。複数回答で「配偶者・親」（１０９５人）、「友人」（７７８人）、「幼稚園や保育所の先生」（４２８人）が挙げられたが、「誰もいない」が５１人もあった。親として成長するための学ぶ機会が地域で充実しているかについては、否定的な答えが６割以上を占めた。

　子どもによる凶悪事件といった社会問題の続発を受け、県教委は昨年３月、「学ぶ土台づくり」推進計画を策定。幼児期を「社会性や道徳性で成長する時期」と位置づけて施策を打ち出し、ＰＴＡや幼稚園長、大学教授らによる有識者会議を定期的に開いている。今回の調査結果は計画を進めるうえでの基礎資料にするという。

http://www.asahi.com/edu/news/TKY201211230460.html
・斎藤環さんに聞く「治癒できる『いじめ後遺症』」（12月21日）
　【西本秀】「いじめ後遺症」って、聞いたことがありますか。いじめの経験が心の傷となり、その後、成長しても、大人になっても、対人関係などに困難さを抱える症状のことを指します。現在、取材を進めていますが、その一環として、精神科医の斎藤環さんにインタビューをしてきました。

特集「ビリオメディア」
　でも、なぜ、ビリオメディア（仮）取材班の一員として、「いじめ後遺症」を題材にするのか。私は当初、生活保護をめぐる問題を取材するつもりで、ツイッターでつぶやいていたのですが、皆さんとやりとりするなかで、一人ひとりがメディアとなるＳＮＳを道具として使う以上、もっと私的な気持ちからつぶやき始めた方が良いのでは、と感じるようになりました。

　いじめ後遺症については以前、「引きこもり」の当事者たちを取材する中で存在を強く感じていましたし、私自身、過去のいじめをめぐる経験が、現在の自分の振る舞いを縛っていると感じる場面があり、気になっていたのです。

　１２月９日以降、このテーマについて、私のツイッターアカウント（@xibenxiu）で重点的につぶやいて、私自身がいじめた経験と、いじめられた経験も紹介しています。読んだ方々から、ツイートやメールなどの形で、各自の体験も届き始めており、面会がかなう方からお話を聞いています。

　いじめ後遺症については昨年、名古屋地裁が出した判決で、実際のいじめから５年ほどが過ぎて自殺した女性について、過去のいじめが原因だったと認定する判決が出るなど、一般に認知されるようになってきました。この訴訟の高裁判決が来週、出る予定です。

　後遺症とは、どんな苦しみをもたらすのか。どうすれば防げるのか。治療は可能なのか。以下、斎藤さんに聞きました。

　　　　　◇

――いじめによる「後遺症」とは、どんなものなのでしょう。

　典型的なのは対人恐怖タイプだ。いじめられた経験が傷となり、フラッシュバックで頭の中で再現され、人の輪に入っていけない。街を歩いていても、学生服の集団とすれ違うと恐怖に駆られて隠れてしまう。そこまでいかなくても不安を抱いたり、恐怖心を抱いたり。同世代と人間関係をつくりにくい特徴がある。同質な集団に押し込められる学校の教室で生じたトラウマだ。病院で診察している実感として、いじめは、現代日本で最も多くの心的外傷後ストレス障害（ＰＴＳＤ）をもたらす温床だろう。

――それが、大人になっても消えないと。

　実際にいじめを受けて１０年、２０年が過ぎて、病院を訪れる例もある。いじめが社会問題化したのは１９８０年代。そのころ思春期だった４０代の患者も珍しくない。発生時に学校は対策をとらず、卒業してからは放置され、そのまま「生傷」を胸に抱えている。引きこもりの当事者がまれに自殺する例があり、私が診た中では、いずれもいじめの被害者だった。中学校のケースだが、大津市で起きた自殺事件をきっかけに、いじめとＰＴＳＤの関連性が改めて注目されている。第三者委員会に私も呼ばれ、説明してきた。

――なぜ、今まで「いじめ後遺症」は注目されてこなかったのでしょう。

　被害者が口にしにくい雰囲気がある。いじめられた当時でも相談しにくいものだが、まして過去の経験になると、周囲は「そんな昔のことを今さら」「もう忘れなさい」といった反応だ。被害者は自分の苦しさをだれも理解してくれないと絶望を感じ、口にできない。

　日本社会のいびつさは、いじめ被害者と加害者の極端な非対称性だ。米国では、いじめ加害者こそ「不適応者」の扱いとなる。まさに逸脱行動だから。でも日本の場合、やられた側を問題にしてしまう。「被害者の発達に障害がある」とか、「空気を読めないから悪い」とか。

　大人になっても同じで、日本では思春期・青年期の他害行為が武勇伝としてもてはやされ、「やんちゃ」がほめ言葉になっている。一方、被害者にとっていじめられっ子だったことは「恥」でしかない。そういうキャラクターなんだと、いじめられキャラなんだと、告白しただけで認定される怖さがある。だから言えない。いじめ被害を口にすることが、タブーになっている。

――いじめの行為だけでなく、その後の学校や社会など周囲の受け止めが、傷を深くしているということですね。

　まさにそう。声を大にして言いたい。これほど、いじめが話題になった今年においてすら、学校側はいじめをもみ消そうと加害者の肩を持つ傾向がある。いま臨床現場で対応している例も同じだ。隠蔽（いんぺい）し、被害者に我慢を強いる。甚だしいのは、被害者を批判し、「あなたにも問題があったのではないのか」と迫る。最悪だ。

　それが、被害者に絶望感をもたらす。世界に対する信頼を徹底して破壊してしまう。自分が一番苦しい時に、世間はだれも味方をしてくれなかったという思いは、人間が生きていく上で一番大切な「ベーシック・トラスト」、基本的な信頼を根こそぎにし、トラウマになる。

――後遺症が生じないようにするには、発生時にどうすればいいのでしょう。

　まずは親だ。親は、子どもが勇気を出し、いじめ被害を告白してくれたら、絶対に批判しないこと。これは意外と難しい。親の中にも学校とケンカしたくない、事なかれ主義がある。でも、子どもの味方になってもらいたい。これに尽きる。１００％味方です。１％も批判してはダメ。たとえ、子どもの被害妄想のような訴えでも、１００％支持していただきたい。

――妄想のように聞こえても、ですか。

　そう。明らかに被害妄想であったとしても、味方してあげてほしい。味方をした上で、事実を検証し、何もないと分かると、妄想も緩和される。たとえわずかでも被害があるのに、子どもを疑って傷つけたら、後悔してもしきれない。親が自分の判断で「思い込みでは」と言ってしまったら、もうアウト。子どもの訴えをもとに、学校に検証を求めましょう。

――では、学校はどうすればいいのでしょう。

　学校も、同じように被害者の味方になってほしいが、正直言って期待できない。ただ、少なくとも担任は、親と同じように１００％被害者側に立って、加害者指導をしてほしい。犯罪的なものは司法介入も辞さないという立場で。でも、残念ながら、学校の論理は司法介入を恥とする伝統が根強い。

　学校がよくやるのは、被害者と加害者を会わせ、話し合わせ、握手をしておしまいという表面的な取り繕いだ。それではダメ。直接対話で解決するなら、少なくとも１年間は毎週に時間を設け、教師立ち会いの下で話し合わなければならない。１回会って、握手するのは単なる儀式。加害者に対して圧倒的に軽い処罰で、解決にならない。

　また、最低１年間は、加害者と面接して、いじめを繰り返してないかをチェックをしてほしい。加害者の家族対策も大切だ。加害者が虐待の被害者であることもある。別のいじめの被害者であることもある。そうした可能性を考えた上で、配慮のある処罰がいる。

――治療者として、後遺症を抱える子供たち、大人たちへ伝えたいことは。

　病院を訪れた被害者には、「これは治る」と必ず伝えている。治療可能な病気なんだと。同世代の中で傷つけられたトラウマなので、同世代との新たな親密な人間関係を上書きすれば、記憶は解毒できる。トラウマとは有毒な記憶のこと。新しい人間関係で解毒できる。だから、新たな環境を恐れないでほしい。そう伝えて、同じ経験をした者同士のグループの中に招き入れている。

　トラウマの治療には、ほかにも方法があるが、私は単純。「人薬（ひとぐすり）」と呼んでいて、人の中で傷ついた病気を、人の中で癒やす。いじめ被害者は自分自身を承認できないから傷ついているわけで、他者からの承認を繰り返し投与することで、癒やすことができる。

　　　　◇

　さいとう・たまき　６１年生まれ、精神科医。専門は思春期・青年期の精神病理学。著書に「世界が土曜の夜の夢なら　ヤンキーと精神分析」（角川書店）。ツイッターアカウントは、@pentaxxx

＊SYNODOS JOURNAL（シノドス・ジャーナル）
・『五体不満足』から遠く離れて　乙武洋匡×大野更紗（11月28日）

14年前に『五体不満足』を出版され、様々な活動をされてきた乙武洋匡さんと、大学院生の頃に突然難病を発症し、2011年に『困ってるひと』を出版された大野更紗さん。二人はいま、障害や難病になにを思うのか。
■「みんな違ってみんないい」

大野　乙武さんが『五体不満足』を出版されて、14年が経ちます。14年というと、当時生まれた子供が中学生に、あの頃『五体不満足』を読んでいた人の中には結婚してお子さんを持たれているという方もいるかと思います。

いままでに何万回、何億回と同じような質問を繰り返し訊ねられてきたかと思いますが、この14年間、どんなことを思って活動を続けてこられたのか、改めてお聞かせください。

乙武　そうですね。14年間あまり変わっていないような気がします。僕が『五体不満足』を書いたのは、金子みすずさんの詩の一節でもある「みんな違ってみんないい」というメッセージを広く伝えていきたいと思ったからです。その気持ちは、小学校の教員として活動していたときも、メディアで発言していくうえでも変わりません。「一人ひとり違って当たり前だよね」というメッセージを伝えていくことが活動の中心です。

■「子どもが育つ」ことへの大人の役割の重要性

大野　ある時期を境に教育分野に力を割かれるようになられましたが、具体的なきっかけがあったのでしょうか？

乙武　大学を卒業して7年間はスポーツライターとして働いていました。その間に、長崎市で当時4歳の男の子が中学1年生の男の子に連れ去られ、駐車場の屋上から突き落とされて殺害された事件、佐世保市では小学校6年生の女の子がクラスメイトをカッターナイフで切り殺す事件がありました。10代前半の子どもたちが、被害者だけでなく命を奪う側に回ってしまう事件が相次いで起こってしまったんです。

当時のメディアは「凶悪犯罪が低年齢化している」「最近の子どもはどうなってしまっているんだ」と、子どもたちだけに責任を求めるような報道をしていました。でも僕は「かわいそうだな」と思っていました。もちろん一番かわいそうなのは命を落とした被害者であり、ご遺族の方々であるというのは承知しています。でも事件を起こしてしまった少年少女たちに対しても、かわいそうだだという感情を禁じ得なくて。

というのは、彼らだって辛かったんだと思うんです。人間は誰しも、生まれたときには、「幸せになりたい」「よりよく生きたい」と願って生まれてきているはずです。それなのに、生まれ育った環境や経験した出来事など、様々な要因によって悲惨な事件を起こさざるをえない苦しい状況に追い込まれてしまった。きっとそこに至るまでに彼らもSOSのサインを出していたと思うんです。それはもしかしたらわかりにくいサインだったかもしれない。だとしても、周りの大人はそのサインに気がついてあげられなかったのか。サインに気がついていたら、そして軌道修正をしてあげられていたら、あのような事件を起こさずにすんだかもしれません。

そう考えると、「子どもが育つ」ことへの、大人の役割や影響の大きさはすごいものがあると思いました。そして自分が子どもだった頃の周りの大人を改めて振り返ってみると、両親や学校の先生、近所のオジチャン、オバチャン、本当に恵まれていたことに気がついたんです。だからこそ、今度は僕が大人という立場で「恩返し」――というよりは「恩送り」のつもりで、次の世代、子どもたちのために力を尽くしていきたい。そこで29歳のときに、もう一度大学に入り直して、教員免許を取得しました。

大野　子どもたちがどういう環境に置かれて生きていくのかについて、強い関心を持たれていたのですか？

乙武　そうですね。

僕は20代まで、社会という水槽の中で自由に楽しく泳がせてもらっていたイメージがありました。そして20代が終わるころに、そろそろみんなが社会の水槽を自由に楽しく泳げるように尽力していく番ではないかと思いました。それが一番大きかったです。

■障害者の代表と捉えられること

大野　私自身は25歳のとき、大学院に進学したばかり、これから研究者として頑張ろうと決意した瞬間に難治性疾患を発症しました。その後、難病だけでなく、さまざまな障害や病を抱えている当事者の方々の話を聞くようになってから、先天性の疾患や障害を持っている当事者の親御さんたちにとって、乙武さんが社会のメインストリームにいてくださることは、心理的なインパクトが相当大きかったことを知るようになりました。

特に障害をもつ乳幼児のお父さん、お母さんたちは、まだ意思表示のできない子どものケアを、完全に自分たちに託されている状態にあります。そういう親御さんたちが、「乙武さん」と口にされる光景を何度も見てきました。

乙武　僕が自分の体や人生を肯定的にとらえて、ほぼ毎日楽しく生きていることは、ある意味で成功例だと思います。僕をみて、希望の光のように感じてくださり、「ああやって生きていける可能性もあるんだ。前向きに子育てしよう」と思ってくださる方がいらっしゃることはとても嬉しいです。でも一方では、「あれはまぐれだ」とおっしゃる方もいます。

大野　非常にまれな偶然が重なったケースだと。

乙武　ええ、その「まぐれによる成功例」である僕が、頑張りの押し付けになってしまったり、比較対象となって、辛い思いをされている方も少なからずいらっしゃる。僕が障害者の代表のようにとらえられて、誤解を与えかねないポジションになってしまっていることについてはずっと気をつけるようにしてきました。

大野さんも『困ってるひと』では、ご自身の病気を、ユーモアを交えて書かれていますよね。きっと多くの人が読んでくれて、病気に対する理解が深まったというプラスの側面が大きいと思います。でも「同じような病気で苦しんでいるのに、ユーモアを交えるなんてけしからん！　苦しんでいる俺の気持ちを考えないのか」という声もあるかもしれない。

大野　初めのうちは、どちらかといえば圧倒的にそういう声のほうが大きかったかもしれません。「パンドラの箱」の1つを開けてしまったのかもしれないと思うときもありました。

乙武　あっ、そうなんだ！

大野　難病というのは、あくまでこれまで医学的な「研究の対象」であって、一部の疾患への医療費助成制度などはその見返りとして行われてきたという歴史的経緯があります。きわめて苛烈な状況にも関わらず、今日まで、社会政策の対象としては捉えられてこなかった。そういう苦しい状況下で、体中ぼろぼろで、いまにも死にそうになっているのに「頑張っている」方がたくさんいる。だからこそ、潜在的なマイナスの反応を一気に誘引したような気がしています。

乙武　うーん……。

大野　はじめは、相手の苦しさがわかるから、どうすればいいのか悩んだこともありました。苦しい状態の人たちが「苦しい」と発することは当然で、それを発する回路すらなかったのだということについて、現実に打ちのめされるような思いでした。いまは、どうしたらその状況を少しでも変えられるのかということを考えるようになりました。

■家族の大切さ

大野　最近、人から言われてふと気がついたのですが、難病を発症してから家族に「つらい」と言ったことがあまりありません。言ったことがない、という表現は語弊があって、私にとっては家族というユニットは、それが大切であるからこそ持続可能性を確保するべき、無理を強いたくないシステムなんです。『五体不満足』を拝読して、お母様はすごい方なのだろうなと思いました。大きな反響があったのではないでしょうか？

乙武　ええ、僕に対する反響はもちろん、「お母様がすごい」という声もたくさんいただきました。それに伴って、母に対して膨大な量のテレビや雑誌の取材依頼、講演会の依頼が来ました。ところが母はそれらを一切断るんです。不思議に思って訊いてみたところ「もし私までメディアにでて外の人間になってしまったら、あなたが外で頑張ってつらいときに帰ってきて休むところがなくなっちゃうでしょ」って。

例えばスポーツ選手でも、子どもがなんらかの業績を残したとき、その両親もスポットライトを浴びて、つい舞い上がってしまっているのをよく見るじゃないですか。それを考えると「すごい親だなあ」と思いましたね。

大野　障害を持ったお子さんの家族の中で、ケアの負荷、精神的負荷、現状では圧倒的にお母さんに負荷がかかっています。更には、大きな格差も生じはじめています。これは障害児のお母さんたちに限らないことですが、現代の女性たちが生活で直面しているのは、非常に多様で複雑な社会からの要求です。この、負荷の偏在を調整していかないといけない。

■地域全体の子育てを目指して

大野　乙武さんはいま保育園運営に携わっていらっしゃいます。どういう経緯で、どんな理念をもってやられているのでしょうか？

乙武　小学校で3年間教員をやらせていただいて強く感じたのは、皮肉なことに、やはり家庭が大事なんだということでした。

というのも学校で行動の変化が顕著にある子――例えば急に忘れ物が多くなった子や授業中の私語が増えた子は、なにかご家庭の環境に変化があったという場合がほとんどでした。一方、安定した家庭で、愛情いっぱいに育てられた子は落ち着いて勉強もできるし、新しいことにチャレンジする意欲もあります。そういうケースをみて、「スタート時点で不平等ではないか」と思いました。

理想はもちろん、すべての家庭が子どもに愛情を注ぐことです。でも現実的に考えて、そういう家庭ばかりではありません。であるならば、町全体、地域社会で子育てをする仕組みを作らなくてはいけないのではないか。特に都心部では、コミュニティーがなくなってきていますから、改めてコミュニティーを作る必要があると思っていました。そのとき、たまたま地域全体で子育てをしていくことをコンセプトに保育園を開園しようとしている友人に出会ったんです。ぜひ僕にも関わらせてほしいとお願いをして、いまの保育園運営が始まりました。それが小竹向原にある「まちの保育園」です。

今回は小学校のときと違って、現場で保育にあたることのできる免許を持っているわけではありませんから、保育園での僕は、保育園を運営している株式会社ナチュラルスマイルジャパンの取締役という立場で、現場のスタッフが保育に専念できるよう環境を整備することに力を尽くしています。

大野　さきほどお話されていたように、家族だけで子どもを育てることは非常に難しくなっています。でも、いわゆる伝統的な古き良き家族観でもって、「もっと頑張ってください」と家族に言うこともできません。もはや使える資源は使い切っていて、足りていないわけですから。

障害や病を抱えている当事者のご家族をみていて、一般化はできないと自戒しながら思うのは、個々の家庭に「問題がある」ということが問題ではないということです。問題のない家庭なんて、普通「ない」わけです、どんな家庭にも問題はある。家族の構成員それぞれ、つまり1人の人間が、平準的に生きるために処理しなくてはならない物事が、特に都市部では増えているのではないでしょうか。そんな感覚があります。たとえば乳幼児のお母さん一人の1日を考えたとしても、そのお母さんが1日にこなさなくてはいけない仕事の種類と量は、かつてとは比にならないほど増えているような気がします。

乙武　もちろん地域によって抱えている問題は違うと思いますし、コミュニティーが生きている場所もあるでしょう。そういう地域であれば、僕もいまの問題意識を抱かなかったかもしれません。でも2010年代に、東京のある程度都心部に住んでいる人間としては、先ほどの問題意識にぶち当たったし、それが少しでも解消させる仕組みが必要だと思いました。

やはり僕らの保育園に通っている子どもたちが救われるだけでは駄目だと思います。僕らの取り組みがきちっとした成功例、モデルケースとなることで、他の保育園や保育者に「あそこはいいことをやっているね」と参考にしていただけるようになることが僕らの目指すところです。

大野　具体的にどのように地域と保育園を結び付けていらっしゃるのですか？

乙武　保育園を町と繋げていきたい、開いていきたいのだけれど、様々な事件の影響で、セキュリティーの観点からは閉じていかなくてはいけない方向にある。ですから最初、どのように地域と結びついていくべきかとても頭を悩ませました。

それを解消させるために、保育園の敷地内にどなたでも出入り自由のカフェを設けました。これは小竹向原の隣にある江古田で人気のある「パーラー江古田」というベーカリーが出店くださったんです。とても美味しいパンを売っていて、朝は行列ができるほどです。昼も夜もほぼ満席状態。小竹向原は副都心線の急行が停まるようになってから便利になりつつありますが、あまり開発されていない、ごく普通の住宅街でした。そのため地域の核になる施設がこれまでなかったようで、地元の人にもとても喜ばれました。

さらに保護者の皆様の呼びかけで子どもグッズ交換会が開催されるようになって、そこに集まった人たちが育児相談をするようになりました。あるとき保護者の方が「なにか地域振興みたいなことをしたいっていう思いはずっと持っていました。でもきっかけもなかったし、そういう場もなかったから、なかなか行動に移せずにいたんです。そこに、この街の保育園という思いと施設がやってきてくれたおかげで、僕らもようやく動き出せるようになったんです。」と言ってくださって、本当に嬉しかった。

大野　これまで東京に住む人たちというのは、それなりにお金を持っていて、いろいろな面で余裕があって、社会資源としての「地域」を必要としていなかったのかもしれません。だからこそ、いま東京では「地域」という仕組みを地方から再発見して取り込んでいる最中なのかもしれないですね。

■「エイリアン化」させてきた社会

大野　気管切開をして人工呼吸器をつけて暮らしている人たちとインタビューや取材、運動の場で頻繁に接するので、私にとっては「普通」なんです。呼吸器や胃ろう、ストーマや透析、それらはその人の生を支えている医療技術の1つですから「生の技法」に見える。ベンチレーターをつけて生活している人に資料作成を手伝ってもらったり、共同研究したりします。ある政治家が、胃ろうをつけている方を「エイリアン」と表現して問題になりましたが、一種「異様」で「奇異」に見えるものに対する拒否反応というのは、根強くあるんだなと。

乙武　僕もまさに『五体不満足』で世の中に出たとき、皆さんにとってはエイリアンのように映ったと思います。まず普段、車いすユーザーと出会わなければ、車いすユーザーのことをエイリアンと思うかもしれません。ましてや両手両足のない僕なんて、まさしくエイリアンでしょうね。

例えば胃ろうをつけた方を見た政治家が「エイリアン」と言って批判された。もちろん政治家という立場で、それを言ってしまうのは常識を疑われて当然でしょう。でも、真に批判されるべきはその政治家よりも、そういう方々を「エイリアン化」させてしまってきた社会なのかなあと思っています。やっぱり車いすに乗っている人、人工呼吸器をつけている人ってまだまだ珍しいですよね。普通に生活していて出会わない。だったら出会ったときに「おっ」ってびっくりするのは、当然のことです。

例えば僕も、町を歩いていて小学生くらいの男の子に「なんだあれ！　きもちわりー」って言われたりします。それは政治家のエイリアン発言と全く一緒。差別をしているから、偏見を持っているから指を指すのではなく、いままでみたことのない得体のしれないものを初めて目の当たりしたから驚いている。それは自然な反応だと思います。

僕がエイリアンとしてメディアに出続けることで、「そういえば乙武さんって人がいたな。いままでエイリアンのように思っていたけれど、普通に接していいのかもしれない」と思ってもらえればいいなあと思っています。この14年間、そういう思いは強くありました。

■「見えない障害」を可視化する

乙武　僕はまだよい方だと思うんです。「あいつ車いすだ」ってすぐわかるじゃないですか。ケアが必要な人だって伝わりやすい。最初はエイリアンかもしれないけれど、時間が経てば関係を築けるようになりやすい。でも大野さんの病気も、僕が新刊『ありがとう3組』で取りあげた発達障害も、見た目ではわかりません。シノドスが「困ってるズ！」で取り上げている「見えない障害」なんですね。発達障害の子たちは見た目ではなにもわからないので、「なんでこいつはまじめにやらないんだ」「カチンとくることばかり言う」って思われてしまう。

目に見える障害への慣れや理解は、ここ10年くらいでだいぶ進んできたように僕は思っています。制度やハード面はまだまだかもしれないけれど、心的抵抗はずいぶん下がってきた感触がある。だからこそ次は見た目ではわからない困難や障害を広めていくことだと思う。僕も教員になるまでは深く考えたことなかったし、接したこともなかったんですけど、担任をさせてもらったことで、発達障害の子どもたちやご家族の苦悩、周りの戸惑いを見ることができました。見えづらい困難を、活動を通じて伝えていけたらいいなあという思いがいまは強くあります。

大野　たぶん乙武さんが小学校の先生をされていたことと、発達障害の問題に関心を持たれて取り組まれていることは関連性が強いんじゃないかと思います。いま、教育の現場で言説としての「発達障害」が急激に増えている。なぜこんなに急に増えたか、はっきりしたことは殆どわかっていません。「社会性の障害」と表現されるわけですが、このことはとても根源的なところで重くひっかかっていて、しかしこの話をしだすときりがないので、また別の機会にします。

■障害や難病の伝え方

乙武　僕はまだエイリアンになれます。でも、大野さんや発達障害の子はエイリアンになりにくい。目に見えないわけですから。だからなにができて、なにができないのか傍から見るだけではわかりません。すると伝達するためには一工夫が必要になってくると思う。

さっき大野さんが『困ってるひと』は批判のほうが多かったとおっしゃったとき、すごく胸が痛みました。でも僕は大野さんのようなやり方はありだと思う。『五体不満足』も『困ってるひと』も、僕らの共通点って「一般的にマイナスだと捉えられている要素を人生に背負わされているのに面白く書いちゃったよ」ってところだと思うんですよね。なかには「面白く書くなんて、けしからん」って思う人もいるでしょう。僕も「障害を楽しいって言わないで欲しい」ってさんざん言われてきました。だけど、ああいう書き方をしたからこそ、あれだけたくさんの方に読まれたんだと思います。

くそ真面目に「私こんなにつらいんです」って書いても誰も読まないでしょう。それじゃ意味がないと思う。自分の思い出づくりに書くならそれは好きにしたらいいですけど、本当にこの問題について考えてもらいたい、知ってもらいたいと思うなら、一工夫加えなくちゃいけない。不快な思いをする人がいることも理解できます。でも多くの人に届いて、届いたからこそたくさんの賛否両論がでてくるわけです。そこから知恵や考えるきっかけが生まれてくればいい。それでいいと僕は思っています。

伝えていく人は、いい意味でエイリアンになっていくしかないのかもしれません。先ほど、大野さんは「本当はネガティブな人間なんです」っておっしゃっていました。きっとこれまでに何度もへこんできたことかと思います。でもこれからも発信し続ける存在であって欲しいなってすごく思います。

大野　私は括弧つきのいわゆる「普通の健常者」であった時間のほうが、まだ圧倒的に長いんです。当事者になってみて、乙武さんにそこまで考えさせなくてはいけないのか、難病を抱えて苦しんでいる人たちがそこまで考えなければ社会の側は耳を傾けてすらくれないのかと思いました。現に、私は25年間まったく気づかなかった。「いないのと同じ」で、間接的に無視してきたと言っていいと思います。気づくきっかけもありませんでした。

乙武　まず興味が沸かないですよね。

大野　途上国援助や東南アジアの地域研究に多少なりとも関わってきた自分自身の25年間への、猛省みたいなものに、いまは貫かれているような気もします。

乙武　猛省をしてしまうと、いま気づいてくれていない人を責めることにもつながってしまうから、そこまで猛省する必要はないと思いますよ。僕だって手足があって普通に生きていたら、障害についての興味なんて湧かなかったと思う。接点がなければ、どう接していいのか戸惑ったはずです。それは自然なことだと思うんです。ただ、くしくも僕はこういう体で生まれた。大野さんは難病になって、たまたま発信すべきことがある人になった。だから、あんまり反省する必要ないと僕は思います。それに、大野さんのほうが僕よりも健常者の気持ちがよくわかると思います。だからどうやってボールを投げればこっちに振り向いてもらえるのか、もしかしたら僕よりもいい知恵が浮かぶかもしれない。

大野　……乙武さんって、なんだかお兄さんみたいですね（笑）

乙武　いやあ、もうおっさんですよ（笑）

大野　最後に、最近「困ってること」ってなにかありますか？

乙武　うーん……朝ゆっくり起きたいんだけど、隣に寝ている次男の回し蹴りで目が覚めることですかね。結構痛いんですよ。

あとはなんだろうな、いろんな駅にエレベーターがついて、移動もあまり困らなくなってきました。でもJRの対応が凝り固まっていて、マネージャーがよくキレます（笑）

大野　いろんな公共交通機関の各事業者がありますが、JRはとにかく組織自体が巨大すぎて、何事も一つ変えるのが一大事です。人力に頼る部分が大きいですよね。1人1人の駅員さんは、すごくいい人なんですよ、当たり前ですが。その「いい人」さにシステムが頼りすぎなんです。

乙武　私鉄さんはけっこう対応がいいですね。

大野　私鉄は各社で差が大きいですが、マンパワーをあまり割けないので新しい路線は最初からハードを整える傾向があるかもしれませんね。地方になると逆転して、私鉄やバス事業者の整備状況はとても厳しい。車社会ですから、路線バスが重要な公共の移動手段になるわけですが、ノンステップバスの導入率は、全国平均27.93％（平成23年）。圧倒的に首都圏に偏在しています。関東運輸局204 社の総車両18808台中、ノンステップバスは46.75％にあたる8793台。

しかし東北運輸局をみると、70社総車両4708台中、241台で導入率は5.12％です。青森や秋田、福岡など18道県は導入率が10％に満たない。JRは綺麗に改装された東京駅ですら、中身はまだ変わっていなくて大変です。どうやって乙武さんや私が新幹線に乗るのかは……具体的にどうやっているか、読み手の方は想像がつくでしょうか。職員の方の労働条件や、腰痛問題にも関わることだと思います。

乙武　大きな駅ほど古いんで、改築できないんですよね、構造的に。

大野　交通アクセスやバリアフリーに関する資料収集を片手間にしているのですが、1970年～90年代にかけての当事者運動の映像資料を見ると、見る度に泣けてきます。この話も長くなるので、またの機会にぜひ。

今日はありがとうございました。今度、保育園に伺わせてください。

乙武　こちらこそ、是非。楽しかったです。

（2012.10.19　渋谷東武ホテルにて　構成 / シノドス編集部・金子昂）

★「見えない障害」を可視化する、魂のおたけびメルマガ　困ってるズ！★
　⇒　http://synodos.jp/komatterus
大野更紗（おおの・さらさ）/記事一覧

1984年福島県生まれ。作家。難病当事者。2012年5月より内閣府障害政策委員会差別禁止部会専門委員。著書『困ってるひと』（ポプラ社）など。twitter: @wsary

乙武洋匡（おとたけ・ひろただ）

1976年東京都生まれ。大学在学中に自身の経験をユーモラスに綴った『五体不満足』（講談社）が多くの人々の共感を呼び、500万部を超す大ベストセラーに。大学卒業後はスポーツライターやキャスターを務めるほか、2005年4月からは、東京都新宿区教育委員会の非常勤職員｢子どもの生き方パートナー｣として教育活動をスタートさせる傍ら、明星大学の通信課程に学び、2007年2月に小学校教諭二種免許状を取得。同年4月から2010年4月まで杉並区立杉並第四小学校教諭として勤務し、3・4年生を担任した。現在は、メディアを通して教育現場で得た経験を発信していく活動を柱としている。著書に『だいじょうぶ3組』（講談社、2010）、『ありがとう3組』（講談社、2012）など多数。twitter:@h_ototake

http://webronza.asahi.com/synodos/2012112800001.html
・いじめ防止に「怖い先生」は必要か？　内藤朝雄（12月29日）
文部科学副大臣に就いた谷川弥一衆院議員は27日、記者会見の場において「いじめを防止するためには、先生としてボクシングや空手といった武道家が必要だろう。いないのであれば警察OBを雇う」といった趣旨の発言をした。ここ数カ月の間に、頻繁に報道されるようになった「いじめ問題」だが、いじめを解決する具体的な方法はなかなか提示されていなかったように思う。この発言を受け、シノドスではいじめ問題に詳しい社会学者・内藤朝雄に緊急インタビューを行った。
（2012.12.28　電話インタビューにて　聞き手・構成 / シノドス編集部・金子昂）

――　いじめの理論研究に携わる研究者として、谷川弥一文科副大臣の発言についてどう思われましたか。
さまざまな点で問題があると思います。

いじめに対して、普遍的なルールによるペナルティではなく、暴力の雰囲気を強烈に発散させた「人」を怖がらせる、という仕方で抑制することは、その秩序学習により、むしろいじめを蔓延させる効果があると思います。

つまり、もし谷川副大臣の発言が実現されてしまったとしたら、子どもたちは、怖いと思わせることで人の運命が決まる世界に生きているのだという秩序感覚、普遍的なルールではなく強い者が畏怖させることで秩序が成立するという、誤ったメッセージを受け取ってしまいます。そして、自分より弱い者に対して同じことをするようになります。

とくに「荒れている」と言われる中学校では、チンピラ風の「生活指導暴力ダーティ・ワーク」にいそしむ教員暴力集団と、「ヤンキー」「不良」と呼ばれる生徒暴力集団が、権力の綱引きをしながらなれあい的に学校を支配し、彼らの理不尽な暴力と脅かしによって、多くの生徒たちの市民的自由と人権が消滅してしまっていることがよくみられます。そういう場所では、攻撃力の強い人が弱い人を畏怖力で支配するということだけが「ルール」なのです。

―― そもそもなぜ、このような発言がされてしまうのでしょうか。
こういうことを心のなかで思っている大臣クラスの人はいくらでもいるでしょう。しかし、通常であれば、このような暴論はたとえ心のなかで思っていても立場上「まずい」と判断して自制するものです。谷川氏にはこの内閣なら「言っても大丈夫」という時流感覚（ムード）があるのでしょう。

もう一つ言えば、従来のいじめ論では、教員による生徒いじめという論点が抜けています。教員が気に食わない生徒をとことん痛めつけることはよくあることで、社会問題化する必要があります。そうした視点への配慮がないため、いまだに暴力で怖がらせて支配しようとする論調が出てくることに驚きます。

教員は「聖職」だから生徒に何をしてもよいという感覚があるのでしょう。カソリック神父による教会の児童への性的虐待事件にみられるように、世の中でもっとも陰惨なことをやりたい放題してきたのは、何をしても許されてきた人たちです。

―― 必要ないじめ対策をお教えください。
一言でいえば、市民社会の論理を学校に導入すること、市民的な生活ができるようにすることです。暴力的ないじめに対しては警察を呼ぶこと。コミュニケーション操作系のいじめに対しては、閉鎖空間に閉じこめないこと。

谷川副大臣は警察に対する大きな誤解をしています。というのも、いじめ防止のために、まるで暴力団のように、暴力能力をその身から発散させて支配する「強い先生」として、ボクシングや空手、剣道や柔道などの中に警察OBを並べて入れていますね。これは警察に対する認識として誤っています。

警察はあくまで法にしたがって仕事をするものです。つまり国家権力として暴力を独占することで私的な暴力を禁止する一方で、法によって厳しく暴力をコントロールされていることが、その存在理由になっています。

警察の介入が必要なら、「法のしもべ」としてすぐさま介入できるようにするべきで、その機能を「こわい人がその勢いで支配する」秩序のために使うものではありません。そういう秩序は、法の秩序ではなく、いわば暴力団の秩序です。警察をそのように考えるのは、法治国家の否定であるのみならず、法の番人としての警察に対する侮辱でもあります。

また、ボクシングや空手は試合以外で安易に使用すれば、凶器ともいうべき破壊力を有するものです。これを生徒を脅すために使うということは、副大臣の公的な発言として許されるものではありません。

いじめは、狭い世界に閉じ込められ、視野搾取に陥ることで苦しみが増している部分がありますから、より広い世界にだしてあげることが必要だと思います。それによって心理的な距離が自由に調整でき、友だちも自由に選べるようになれば、コミュニケーション操作系によるいじめが持つ、人を痛めつける効能は減るでしょう。

―― いじめには二パターンあるということですね。
そうです。暴力的ないじめとコミュニケーション操作系のいじめにわけた上で、暴力的ないじめに関しては、法を導入し、警察を使う必要があります。コミュニケーション操作系のいじめについては、学級制度を廃止するなどして生活空間を広くし、市民社会の一部とすることで、いじめによる弊害は激減すると思います。

あくまでクラス制度などを前提とし、「暴力の雰囲気によって畏怖させることを中心とする秩序」を強めるような、それでいて効果がよくわからないような議論が、組閣後すぐに副大臣から行われるという事態に、私たちはもっと身構える必要があるでしょう。具体的には、谷川氏を罷免させ、世論がこのような発言は許されないということを毅然と示す必要があります。中学生にいじめが許されないと示すのと同じことです。

内藤朝雄（ないとう・あさお）
社会学者。著書に『いじめの社会理論』（柏書房）、『いじめの構造－－なぜ人が怪物になるのか』（講談社現代新書）、『いじめ加害者を厳罰にせよ』（KKベストセラーズ）、『いじめと現代社会』（双風舎）、『〈いじめ学〉の時代』（柏書房）、『「ニート」って言うな！』（共著、光文社新書）、『いじめの直し方』（共著、朝日新聞出版）、『学校が自由になる日』（共著、雲母書房）がある。

http://d.hatena.ne.jp/izime/
https://twitter.com/naitoasao
＊毎日新聞
・発達障害:小中生６１万人　４割支援受けず　普通学級、平均２〜３人−−文科省調査・推計（12月6日）
　普通学級に通う公立小中学生の６・５％に発達障害の可能性があることが５日、文部科学省の調査で分かった。４０人学級で１クラスに２〜３人が「読む・書く」が苦手、授業に集中できないなどの課題を抱えていることになる。調査対象地域の４４都道府県（岩手、宮城、福島の３県を除く）を基に推計すると約６１万４０００人になる。このうち約４割は特に支援を受けておらず、専門家は「教員の増員などの手当てが必要」と指摘している。【石丸整】

　調査は今年２〜３月、学習障害（ＬＤ）▽注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）▽高機能（知的発達の遅れのない）自閉症−−の発達障害の主な３要素について、４４都道府県の普通学級に通う計５万３８８２人を抽出し、担任教諭が回答した。

　「文章の要点を読み取れない」「簡単な計算ができない」などＬＤがあり、学習面で著しい困難がある小中学生は４・５％。「教室で離席する」などのＡＤＨＤが３・１％。「周りの人が困惑することを配慮せず言う」などの高機能自閉症は１・１％。一部はこれらが重複していた。

　発達障害とみられる児童生徒を学年別に見ると、小学１年が最多で９・８％。成長に伴い障害が改善され、小学４年７・８％▽中学１年４・８％▽中学３年３・２％だった。

　また、３８・６％は「個別指導」などの支援は受けておらず、学校内で支援が必要と判断された児童生徒（１８・４％）でも６％が無支援だった。

　調査に協力した大南英明・全国特別支援教育推進連盟理事長は「医師らで構成される専門家チームの設置や教員の増員などの対策が必要だ」と訴えた。

　同様の調査は０２年にも５県から約４万人を抽出して実施。発達障害の可能性がある子供は今回より０・２ポイント低い６・３％だった。

　◇全教員の研修、不可欠

　文部科学省調査の結果に、杏林大医学部の岡明教授（小児神経専門）は「実感としてその数字は理解できる。潜在的に困難を感じる子供はさらにいるのではないか」と話す。小学校長の経験もある愛知県の中学校長（５８）は、学校では他生徒との間でトラブルが起きないよう注意を払っている。「生徒や担任、保護者が理解を深めれば子供も周囲に適応しやすくなる」という。

　中には、授業が理解できなかったり叱られたりして不登校になったり、いじめや学級崩壊など問題行動を起こしたりする子供も。知的障害がない場合は普通学級に通うが、岡教授は「大人がそばで対応する必要がある」と指摘する。

　文科省は教員の増員を進めているが、公立小中学校の教員で発達障害の研修を受けたのは４分の３（０４〜１１年度の実数）。どのクラスにも平均２〜３人がいるのなら全教員の研修は不可欠だ。

http://mainichi.jp/feature/news/20121206ddm041100137000c.html
＊毎日小学生新聞

・開戦７１年・障害児の疎開:／上（その１）　空襲のある東京で集団生活（12月11日）
　７１EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(ねんまえ),年前)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(１２がつ),１２月)８EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(がつようか),日)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(にっぽん),日本)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(あめりか),アメリカ)とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(いぎりす),イギリス)などをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(あいて),相手)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(たいへいようせんそう),太平洋戦争)をはじめました。みなさんとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(おな),同)じEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(とし),年)ごろでEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(せんそう),戦争)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 9(たいけん),体験)した、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(からだ),体)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ふじゆう),不自由)なEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こ),子)どもたちのEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そかいせいかつ),疎開生活)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しょうかい),紹介)します。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(（),【)

EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(きむらようこ),木村葉子)

EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(）),】)
　EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こうめいがっこう),光明学校)（EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(げんざい),現在)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とうきょうとりつこうめいとくべつしえんがっこう),東京都立光明特別支援学校)＝EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せたがやく),世田谷区)）は、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ぜんこくはつ),全国初)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(からだ),体)がEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ふじゆう),不自由)なEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こ),子)のためのEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(がっこう),学校)として、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(いま),今)から８０EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ねんまえ),年前)にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とうじ),当時)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(あざぶく),麻布区)（EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(げんざい),現在)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(みなとく),港区)）にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せつりつ),設立)されました。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ほか),他)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しょうがっこう),小学校)とEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(おな),同)じようなEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(べんきょう),勉強)のほか、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せいけいげかい),整形外科医)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しどう),指導)のもと、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(さいしん),最新)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(いりょうきき),医療機器)でのEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ちりょう),治療)やEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(りはびり),リハビリ)などがEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(おこな),行)われました。

　EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とうじ),当時)はEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(いま),今)のようにEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(からだ),体)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ふじゆう),不自由)なEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ひと),人)たちへのEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(りかい),理解)がEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(すす),進)んでおらず、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こ),子)どもやEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(かぞく),家族)にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(たい),対)するひどいEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(さべつ),差別)や、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こ),子)どもEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(どうし),同士)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しんこく),深刻)ないじめやEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(いや),嫌)がらせがありました。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(からだ),体)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ふじゆう),不自由)なEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こ),子)が、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(いえ),家)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ざしきろう),座敷牢)にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(と),閉)じEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こ),込)められていることがEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(めずら),珍)しくなく、「EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こうめいがっこう),光明学校)にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(かよ),通)えたEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こ),子)どもは、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(めぐ),恵)まれていた」と、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そつぎょうせい),卒業生)はEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(はな),話)します。

　●「EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せんりょくがい),戦力外)」とEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そかい),疎開)できず

　EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こうめいがっこう),光明学校)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こ),子)どものEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(おお),多)くは、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ぽりお),ポリオ)（EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ういるす),ウイルス)によるEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(きゅうせいでんせんびょう),急性伝染病)）やEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(かりえす),カリエス)（EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ほね),骨)がEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(けっかくきん),結核菌)にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(おか),侵)されるEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(びょうき),病気)）などのEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(びょうき),病気)がEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(げんいん),原因)で、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(てあし),手足)がEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ふじゆう),不自由)になりました。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ひかくてきけいど),比較的軽度)なEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しょう),障)がいでしたが、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(いっぱん),一般)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(がっこう),学校)は「EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ぐんじきょうれん),軍事教練)」があったためEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(かよ),通)えませんでした。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ぐんじきょうれん),軍事教練)とはEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しょうらいへいし),将来兵士)になったEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とき),時)にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(やくだ),役立)つようにと、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ぐんたいしき),軍隊式)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こうどう),行動)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(くんれん),訓練)することです。

　EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(たいへいようせんそうまっき),太平洋戦争末期)になると、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ほんどくうしゅう),本土空襲)がはじまりました。１９４４EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ねん),年)６EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(がつ),月)から、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せいふ),政府)はEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(だいとし),大都市)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こ),子)どもたちをEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(がっこう),学校)ごとEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(いなか),田舎)へEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(いどう),移動)させるEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しゅうだんがくどうそかい),集団学童疎開)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(すす),進)めました。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こ),子)どもたちのEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(いのち),命)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(まも),守)ることがEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(もくてき),目的)でしたが、そこにはEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(じせだい),次世代)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せんりょく),戦力)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(かくほ),確保)するねらいもありました。しかし、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(からだ),体)がEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ふじゆう),不自由)なために「EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せんりょくがい),戦力外)」とEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(かんが),考)えられたEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こうめいがっこう),光明学校)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こ),子)どもたちは、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(がくどうそかい),学童疎開)からEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(はず),外)されました。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(くうしゅう),空襲)でEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(きけん),危険)なEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とうきょう),東京)に、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(のこ),残)らざるをEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(え),得)なかったのです。

http://mainichi.jp/feature/maisho/news/20121211kei00s00s002000c.html
・開戦７１年・障害児の疎開:／上（その２止）　１年遅れて長野へ疎開（12月11日）

　EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ほか),他)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こくみんがっこう),国民学校)（EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(いま),今)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しょうがっこう),小学校)）は、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ぎょうせい),行政)がEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そかいさき),疎開先)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(さが),探)しEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(てはい),手配)しました。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そかいさき),疎開先)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(さが),探)してもらえなかったEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こうめいがっこう),光明学校)は、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しかた),仕方)なくEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こうない),校内)でEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しゅうだんせいかつ),集団生活)をはじめました。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こうてい),校庭)にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ぼうくうごう),防空壕)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ほ),掘)り、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(たたみ),畳)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(し),敷)いたEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(かいぎしつ),会議室)にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ねと),寝泊)まりしました。

　EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せいご),生後)６かEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(げつ),月)でEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ぽりお),ポリオ)にかかったEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(あきやまたかし),秋山孝)さん（８０）は、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こういしょう),後遺症)でEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(りょううで),両腕)がEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(あ),上)がらずEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(みぎあし),右足)にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ちから),力)がEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(はい),入)りません。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(あきやま),秋山)さんも、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(がっこうない),学校内)でEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しゅうだんせいかつ),集団生活)をしていたEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ひとり),一人)です。

　１９４５EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ねん),年)になると、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(がっこう),学校)のあるEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せたがや),世田谷)でもEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(くうしゅう),空襲)がEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(はげ),激)しくなりました。あるEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(よる),夜)のこと。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(くうしゅう),空襲)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(けいかいけいほう),警戒警報)がEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(な),鳴)りました。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ぼうくうごう),防空壕)にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こ),子)どもたちとEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せんせい),先生)がEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ひなん),避難)し、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(てんこ),点呼)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(と),取)ったEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とき),時)です。

「１EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ひとりた),人足)りない。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(あきやま),秋山)だ」

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごー),ゴー)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごー),ゴー)とEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(おお),大)きなEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(おと),音)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(た),立)てEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(あめりか),アメリカ)

EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ぐん),軍)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ひこうき),飛行機)がEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ていくう),低空)でEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(と),飛)ぶなか、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せんせい),先生)はEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こうしゃ),校舎)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(なか),中)でEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ねむ),眠)っていたEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(あきやま),秋山)さんをEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(さが),探)しにEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(き),来)ました。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(いのち),命)がけでEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(たす),助)けてくれたEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せんせい),先生)に、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(あきやま),秋山)さんは「EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せんせい),先生)といればEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(まも),守)ってもらえる。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(だいじょうぶ),大丈夫)だ」とEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(おも),思)ったそうです。

　●EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こうちょう),校長)がEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そかいさき),疎開先)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(かくほ),確保)
　EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(したまち),下町)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(や),焼)きつくし、１０EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(まんにん),万人)がEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(な),亡)くなったEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(どうねん),同年)

EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(３がつ),３月)１０EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(がつとおか),日)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とうきょうだいくうしゅう),東京大空襲)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(よる),夜)。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(さむ),寒)さにEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ふる),震)えながらEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こうてい),校庭)にたたずんだEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こ),子)どもたちは、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ま),真)っEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(か),赤)にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そ),染)まったEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そら),空)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(みあ),見上)げEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(じたく),自宅)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(かぞく),家族)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しんぱい),心配)していました。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(やく),約)

EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(２０きろめーとる),２０キロメートル)

EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(はな),離)れたEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(がっこう),学校)からも、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(も),燃)えるEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(よぞら),夜空)がEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps25 \o\ad(\s\up 11(まぢか),間近)にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps25 \o\ad(\s\up 11(み),見)えました。

　EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とうじ),当時)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(まつもとやすひらこうちょう),松本保平校長)（EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こじん),故人)）は、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とうきょうだいくうしゅうご),東京大空襲後)、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こ),子)どもたちをEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(まも),守)るためにはEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ちほう),地方)へのEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そかい),疎開)しかないとEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(けっしん),決心)します。ところが、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(く),区)やEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(と),都)にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そうだん),相談)しても、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(あいて),相手)にしてもらえません。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しかた),仕方)なく、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(まつもとこうちょう),松本校長)はEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(じぶん),自分)でEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そかいさき),疎開先)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(さが),探)しに、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ながのし),長野市)へEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(む),向)かいました。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ながのし),長野市)は、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しゅうだんそかい),集団疎開)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(おお),多)くEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(う),受)けEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(い),入)れていたのです。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とうきょうだいくうしゅう),東京大空襲)から１６EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(にちご),日後)のことでした。

　EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ながのし),長野市)でEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そかいさき),疎開先)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(りょかん),旅館)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(さが),探)しましたが、すでにどこもいっぱいでした。たまたまEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(いあ),居合)わせたEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ひと),人)の「EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(かみやまだおんせん),上山田温泉)ならあるかもしれない」というEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ことば),言葉)にすがるように、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(かみやまだむら),上山田村)（EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(いま),今)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ちくまし),千曲市)）へEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(い),行)きました。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とうじ),当時)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そんちょう),村長)で、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(かみやまだ),上山田)

EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ほてる),ホテル)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(だいひょう),代表)だったEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(わかばやしまさはる),若林正春)さん（EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こじん),故人)）が、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(う),受)けEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(い),入)れてくれることになりました。

　EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とうきょうだいくうしゅう),東京大空襲)から２かEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(げつご),月後)の５EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(がつ),月)。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ほか),他)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こくみんがっこう),国民学校)より１EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ねんちか),年近)くEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(おく),遅)れて、やっとEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こうめいがっこう),光明学校)はEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そかい),疎開)することができました。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こ),子)どもたち、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せんせい),先生)、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(みおく),見送)りのEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(かぞくやく),家族約)１５０EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(にん),人)は、７EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(じかん),時間)もEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(か),掛)かってEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ほてる),ホテル)のあるEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とぐらえき),戸倉駅)にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(つ),着)きました。＝つづく

http://mainichi.jp/feature/maisho/news/20121211kei00s00s003000c.html
・開戦７１年・障害児の疎開:／下（その１）　忘れられない疎開とリンゴの味（12月12日）
　EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とうきょうとりつこうめいとくべつしえんがっこう),東京都立光明特別支援学校)（EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せたがやく),世田谷区)）のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そうりつ),創立)８０EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ねん),年)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(いわ),祝)うEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こうえんかい),講演会)が１EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ついたち),日)、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こくりつ),国立)

EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(おりんぴっく),オリンピック)

EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(きねんせいしょうねんそうごう),記念青少年総合)

EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せんたー),センター)（EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とうきょうとしぶやく),東京都渋谷区)）でEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ひら),開)かれました。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こうえんかい),講演会)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(てーま),テーマ)は、１９４５EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ねん),年)５EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(がつ),月)にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(はじ),始)まったEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(どうこう),同校)（EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とうじ),当時)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こうめいがっこう),光明学校)）のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(がくどうそかい),学童疎開)です。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そかい),疎開)した２EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ふたり),人)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そつぎょうせい),卒業生)と、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こ),子)どもたちをEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(う),受)けEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(い),入)れたEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(かみやまだ),上山田)

EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ほてる),ホテル)（EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ながのけんちくまし),長野県千曲市)）のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(げんざい),現在)のおかみがEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(たいけん),体験)などをEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(はな),話)しました。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(（),【)

EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(きむらようこ),木村葉子)、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しゃしん),写真)もEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(）),】)
　EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こうめいがっこう),光明学校)にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(かよ),通)っていたEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(からだ),体)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ふじゆう),不自由)なEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こ),子)たちは、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(だいとし),大都市)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こ),子)どものほとんどがEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ちほう),地方)へEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(うつ),移)りEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(す),住)んでもなかなかEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そかい),疎開)できませんでした。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(かみやまだ),上山田)

EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ほてる),ホテル)にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そかい),疎開)ができたのは、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しゅうせん),終戦)のわずか３かEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(げつまえ),月前)。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こ),子)どもたちがEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そかい),疎開)した１０EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とおかご),日後)には、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(くうしゅう),空襲)でEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せたがや),世田谷)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こうしゃ),校舎)のほとんどがEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(や),焼)けました。

　EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(いっぱん),一般)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こくみんがっこう),国民学校)はEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こうしゃ),校舎)がEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(や),焼)けても、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(べつ),別)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(がっこう),学校)などでEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(じゅぎょう),授業)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(さいかい),再開)できました。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しゅうだんそかい),集団疎開)は、４６EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ねんはる),年春)ごろまでにはEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(お),終)わりました。しかしEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こうめいがっこう),光明学校)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そかい),疎開)はEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(お),終)わりませんでした。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(からだ),体)がEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ふじゆう),不自由)なEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こ),子)どもたちのEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(きょういく),教育)にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ひつよう),必要)なEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(か),代)わりのEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しせつ),施設)がなく、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(がっこうさいけん),学校再建)もEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(すす),進)まなかったからです。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そかい),疎開)は４９EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ねん),年)５EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(がつ),月)まで、４EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ねんかん),年間)もEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(つづ),続)きました。

　EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(まる),●)

EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しせつ),施設)なく、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しょくりょう),食料)もEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とぼ),乏)しくEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(・・・),…)
　EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こうめいがっこう),光明学校)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こうとうか),高等科)１EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ねんせい),年生)でEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(がくどうそかい),学童疎開)にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(さんか),参加)したEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(あきやまたかし),秋山孝)さん（８０）は、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そかいさき),疎開先)でのEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せいかつ),生活)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ふ),振)りEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(かえ),返)りました。

　EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ほてる),ホテル)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(おおひろま),大広間)は、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(べんきょう),勉強)とEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せいかつ),生活)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ば),場)でした。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ごぜんちゅう),午前中)はEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(べんきょう),勉強)し、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ごご),午後)にはEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ほこうくんれん),歩行訓練)のためにEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(まち),町)やEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ちか),近)くのEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ちくまがわ),千曲川)へEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(さんぽ),散歩)にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(い),行)ったそうです。

　EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しょくりょうじじょう),食料事情)はEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(わる),悪)く、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せんせい),先生)とEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ずかん),図鑑)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(み),見)ながら、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(あかざ),アカザ)やEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せり),セリ)などEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(た),食)べられるEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(やそう),野草)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(つ),摘)みました。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(いも),イモ)はEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(み),実)だけでなく、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(くき),茎)もたたいてEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(かわ),皮)をはいでEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(た),食)べました。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(た),食)べEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(もの),物)をわけてもらいに、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(りやかー),リヤカー)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ひ),引)いてEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ちか),近)くのEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(のうか),農家)へEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せんせい),先生)たちとEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(でか),出掛)けたこともあります。そのEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とき),時)わけてもらったEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(りんご),リンゴ)は、「これまでの８０EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ねんかん),年間)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(じんせい),人生)で、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(わす),忘)れられないおいしさだった」そうです。

http://mainichi.jp/feature/maisho/news/20121212kei00s00s004000c.html
・開戦７１年・障害児の疎開:／下（その２止）　温かく迎えた地元の人たち（12月12日）
　まだ１EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ねんせい),年生)だったEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ふくろいのぼる),袋井徳)さん（７３）も、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(た),食)べEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(もの),物)でのEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(くろう),苦労)がEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(つよ),強)くEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(いんしょう),印象)にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(のこ),残)っています。「EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(さつまいも),サツマイモ)はEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(すじだらけ),スジだらけ)。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(じょうきゅうせい),上級生)がEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ほ),干)すとEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(よ),良)いとEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(おし),教)えてくれました」

　EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(あきやま),秋山)さんもEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ふくろい),袋井)さんも、「EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ほてる),ホテル)やEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(まち),町)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ひと),人)たちにEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(あたた),温)かくEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(むか),迎)えてもらいました」とEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(かんしゃ),感謝)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ことば),言葉)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(くち),口)にします。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(じもと),地元)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ふじんかい),婦人会)などは、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(た),食)べEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(もの),物)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とど),届)けてくれました。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とうじ),当時)

EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ほてる),ホテル)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しゅじん),主人)だったEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(わかばやしまさはる),若林正春)さん（EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こじん),故人)）は、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(まつば),松葉)づえやEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(きんぞくせい),金属製)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そうぐ),装具)のためにEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(たたみ),畳)やふすまがぼろぼろになっても、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(もんくひと),文句一)つEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(い),言)わず４EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ねんかん),年間)、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こ),子)どもたちをEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(あず),預)かりました。

　EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(まる),●)

EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(たたみ),畳)ぼろぼろ、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(もんくひと),文句一)つEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(い),言)わず

　EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(かみやまだ),上山田)

EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ほてる),ホテル)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(げんざい),現在)のおかみ、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(わかばやしかずこ),若林和子)さん（８１）は、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せんだい),先代)のおかみからEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とうじ),当時)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(はな),話)しをよくEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(き),聞)ききました。「EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(からだ),体)がEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ふじゆう),不自由)なEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こ),子)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(み),見)たことがなく、どうおEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せわ),世話)すればよいかEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(とまど),戸惑)ったといっていました」

　EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しつない),室内)がEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(きず),傷)だらけだったEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ほてる),ホテル)は、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しゅうせんご),終戦後)もすぐにはEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(えいぎょう),営業)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(さいかい),再開)できませんでした。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(わかばやし),若林)さんは「おEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(きゃく),客)さんをEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(と),取)れないEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(じき),時期)もありましたが、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(けんじつ),堅実)にEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ほてる),ホテル)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(まも),守)ってこられました」とEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(はな),話)します。EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(そかいけいけんしゃ),疎開経験者)やEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(かんけいしゃ),関係者)は、EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(いま),今)もEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ほてる),ホテル)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(たず),訪)ねています。

　EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(どうこうもときょうゆ),同校元教諭)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(まつもとしょうすけ),松本昌介)さん（７６）は、「EQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(せんそうとうじもっと),戦争当時最)もEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(よわ),弱)いEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(たちば),立場)だったEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(しょう),障)がいEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(じ),児)と、そのEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こ),子)たちをEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(まも),守)ったEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ひと),人)のEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(どりょく),努力)をEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(かた),語)りEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(つ),継)ぎたい」とEQ \* jc2 \* "Font:メイリオ" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(こうえんかい),講演会)をしめくくりました。＝おわり

http://mainichi.jp/feature/maisho/news/20121212kei00s00s006000c.html
・社説:パワハラ　軽く見てはいませんか
（12月26日）

　「自分たちの若いころは上司や先輩から怒鳴られるのは当たり前、それに比べて近ごろの若い社員ときたら……」。そんな会話をよく聞く。たしかに、頼りない若者はいるが、職場内での暴言やいじめで訴訟になり、上司や会社が多額の賠償金支払いを命じられる例は増えている。労災が認定される例もある。古い職場慣行に縛られている中高年社員、特に管理職はご用心である。パワハラ（パワーハラスメント）について確かな認識を身につけないと思わぬ落とし穴が待っている。

　厚生労働省の調査では、過去３年間に従業員からパワハラの相談を受けた企業は４５・２％あり、その７割に当たる３２・０％の企業がパワハラに該当するケースが実際に１件以上あったと回答した。一方、パワハラを受けたことがあると回答した従業員は２５・３％。そのうち「会社は何もしてくれなかった」は３５・４％もあった。

　パワハラの定義は法律で定まってはいないが、同省ワーキングチームは「同じ職場で働く者に対して、職務上の地位や人間関係などの職場内の優位性を背景に、業務の適正な範囲を超えて、精神的・身体的苦痛を与える、または職場環境を悪化させる行為」とした。上司から部下に行われるものだけでなく、先輩と後輩、同僚間、さらには部下から上司に対しても実質的な優位性を背景に行われるものを含むという。

　いくら熱意を込めた叱咤（しった）激励のつもりでも、相手との関係性や背景、状況、文脈によって言葉はまったく違う意味で受け止められることがある。容姿や学歴、家族など職務と無関係なことへの侮辱、「バカ」「アホ」などの人格攻撃は注意すべきだ。「いつでもクビにできるぞ」と解雇をちらつかせて精神的に追い込んだり、明らかに無理だと思われるような要求や１人だけ過重なノルマを与えたりすることもパワハラと認定される場合がある。

　それでもパワハラされる側の落ち度や能力不足が問題と本音で思う人は多いかもしれない。しかし、最近は上司のマネジメント能力や職場内の多様性のなさが原因と見られる傾向が強いことを知るべきだ。相手のことをよく理解せず、信頼関係もないのに優位性にあぐらをかいて無神経に怒ることこそ問題というのだ。

終身雇用制で勤続年数に従って賃金がアップし、年金や保険をはじめ手厚い福利厚生に守られていた男性正社員が圧倒的に多かった時代とは違う。非正規雇用が全体の３割を超え、女性や高齢者、障害者、外国人も増えている。自分が帰属する企業や社会に対する信頼感が違う人々が職場にいることを認識すべきだ

・火論:「お母さん」の今＝畑律江（12月25日）
　今年、惜しまれつつ逝った女優、森光子さんの経歴を読んでいて、ふと、あるテレビドラマの題に目がいった。

　１９６６年から１２年にわたり、ＴＢＳの日曜劇場枠で２１本が制作されたドラマ「天国の父ちゃんこんにちは」だ。森さんが演じたのは、夫と死別し、学校に通う２人の子との暮らしのために、肌着を自転車に積んで行商する女性である。「こんちはーっ、パンツ屋でーす」というせりふを、おぼろげに思い出した。

　このドラマには原作がある。日比野都さんという大阪の女性による同名の本である。彼女は６４年に夫と死別。その後に書きためた手記を、亡夫への手紙という形でつづり、１冊にまとめた。それがテレビ局の目にとまったのだ。

　各回の筋は覚えていない。だがそのタイトルから、亡き夫を思い、貧しくとも明るく生きる母の話だと漠然と考えていた。だが今回、古書店で原作本を手に入れて読んでみると、それがドラマの印象より厳しい現実を書きとめていることがわかった。

　原作には、妻に月給袋も見せず、映画会や女学校のクラス会に行くことも「必要ない」と禁止した亡夫への疑問がつづられていた。著者は、夫は自分を愛してくれたが、「その愛し方がまちがっておりました」ときっぱりと書く。そして母子向けの福祉資金を借り、生活のために闘い始める。行商の傍ら、講演会に参加して心に残った言葉を記録し、新聞各紙の投書欄にも文を寄せる。彼女は夫の死後、まさにせきを切ったように行動し、書き始めたのだ。

　そう言えば、１９５０年代半ばの流行語に「書きますわよ婦人」があった。女性の間に起こった新聞・雑誌への投書ブームを指したという。今聞くと何とも古い響きだが、この時期以降、一般女性が書くことで公に自己を表明する姿勢を獲得し始めたようだ。本紙「女の気持ち」などの投書欄も、社会の水面下で重要な役割を果たしてきたのだ。

　「日本のお母さん」として親しまれた森さんが、働くひとり親家庭の母の姿を茶の間に届けて４５年以上が過ぎた。だが、昨年度の全国母子世帯等調査の結果によれば、母子世帯の母親の８割が就労しており、その半分近くが非正規で、平均年間就労収入は１８１万円と、生活は厳しい。ひとり親になった理由の８割は離別。その深刻な理由に、夫の多重債務や精神的な虐待を含む家庭内暴力があると、相談にあたる人々は指摘する。

今も、投書やネットで発信する余裕さえない母たちがいる。表に出にくい声が、きちんと届く社会の実現を改めて願う。（編集委員）
・横浜・栄区の傷害:地裁、父親に有罪判決　乳幼児揺さぶられ症候群、危険性の認知度低く　国が啓発活動　／神奈川（12月26日）
　生後５カ月だった長女の頭を揺さぶり大けがをさせたとして、傷害罪に問われた横浜市栄区、機械工、西川祥被告（３２）に対し、横浜地裁（忠鉢孝史裁判官）は２５日、懲役３年、保護観察付き執行猶予５年（求刑・懲役５年）の判決を言い渡した。激しい揺さぶりで脳などに出血や損傷を起こす「乳幼児揺さぶられ症候群」の危険性は広く知られておらず、厚生労働省は「死んでしまう場合もあり、揺さぶることの危険性を知ってほしい」と呼び掛けている。

　乳幼児揺さぶられ症候群は、１９７１年に英国の研究で初めて報告されたと言われる。揺さぶりにより脳の血管が引っ張られて出血したり、脳自体が損傷を受け重い後遺症が残ったりする。

　頭部が大きい割に支える首が細く筋力もない乳幼児は、頭部を激しく揺さぶる動きに長く耐えられない。また、頭蓋骨（ずがいこつ）と脳の隙間（すきま）が広く、脳の振幅が大人より大きくなり損傷を受けやすいという。

　米国では１歳未満の子どもの１０万人に３０人が被害に遭っているというデータがあり、死亡率も高い。虐待の一種と認識されているが、衝動的に揺さぶることで子どもが取り返しのつかない被害を受けることがある。

　しかし、その危険性について知らない親は多い。西川被告は公判で「揺さぶりの危険性を知らず、こんな大事になるとは思わなかった」と述べた。厚労省は「明確な統計はないが、乳幼児揺さぶられ症候群の事件は最近増えた。親は危険性を知らず、イライラして揺さぶる場合が多い」と指摘。１１月の児童虐待防止推進月間に合わせ、危険性を啓発するポスターを作製した。

　国立成育医療研究センター研究所で虐待予防について研究している藤原武男医師は「泣きやまないことへの対処として、揺さぶる行為は間違っている。何をしても泣きやまないときは少しその場から離れ、リラックスすることが大切だ」と話している。【宗岡敬介】

　◇後遺症重く「結果は深刻」

　判決で忠鉢裁判官は「長女の健常に送れるはずだった人生が戻らないことを思うと、結果は深刻」と述べた。

　判決によると、西川被告は昨年３月２２日午後３時ごろ、自宅で長女の両脇に手を差し入れて持ち上げ、前後に激しく揺さぶり、急性硬膜下血腫などの傷害を負わせた。

判決は「将来に不安を感じていたところに育児や家事でストレスがたまり、泣きやまない長女に対する衝動的ないら立ちが揺さぶりの引き金になった」と判断。長女の後遺症は重く、生涯にわたって食事や排せつ、入浴全てに介護を要するとして、結果の重大性を指摘した。
　一方で、反省していることや家族を養う立場にあることなどから情状酌量し執行猶予を付けた。【宗岡敬介】
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